
　電気・ガス・水道・下水道

使用電力量の概況
　　　  県内で消費された電力量の推移

（単位：百万kWh)

年　度 電　灯 電　力 合　計
平成19年度 3,171 5,189 8,360
20 3,128 5,066 8,194
21 3,122 4,865 7,987
22 3,322 4,955 8,277
23 3,194 4,823 8,018
24 3,148 4,664 7,812
25 3,154 4,672 7,826
26 3,023 4,551 7,574

　平成26年度の県内の販売電力量は、75億74百万kWhで、前年度比3.2％減

 （全社 3.8％減）となった。

　用途別に見ると、

１　一般需要（電灯・電力合計から大口電力を除いたもの）は、前年に比べ

　5月から10月の気温が前年に対し低めに推移した影響による冷房需要の減少

　などから前年度比4.3％減（全社4.9％減）となった。

２　大口電力は、鉄鋼業や食料品の減少は見られたものの、電気機械や非鉄

　金属などの増産の影響により、前年度比1.4％増（全社0.9％減）となった。

（九州電力㈱長崎お客さまセンター）
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